
文塩尻書店（52-5515） 

えんぱーくから３階渡り廊

下を使って徒歩約１分！ 

図書館で気に入った本、店

頭にない本は最短３日でお

取り寄せいたします。 
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 この面に掲載されている本の紹介は、市内に本店のある４書店にご協力いただいています。 

丸 

『人生はＺＯＯっと楽しい！』※ 

水野 敬也、長沼 直樹 / 著 文響社  

水野敬也・長沼直樹による人気シリーズの第三弾が登場です。今回は動物園がテーマに  

なっており、65 種類の動物が 7 つのカテゴリーに分けられ、それぞれのカテゴリーにおいて

「大切なこと」を教えてくれます。かわいい動物の写真や、グッと来る名言を楽しめます。

かわいい動物たちに癒されるおすすめの 1冊です。 

（興文堂 iCITY店 佐藤さん） 

田堂（52-1283） 

注文品の迅速な手配を  

心がけており、地元著者の

自費出版本など地域ととも

に活動しております。 

神  文堂書店（97-3949） 

小さいお子さま向けのおは

なし会、平田店にて開催中。

3月 15日(日)午後 2時から

です。 

興 中島書店（54-3968） 

中島書店スタッフによる

『ワタシ的にはイチオ

シ！』フェア開催。 

「好き♡」を分かち合いたい

一冊が大集合します。 

 

中 

『ベニシアの四季の詩』※ 

ベニシア・スタンリー・スミス / 著 世界文化社  

何気ない日常が、とっても大切なものに思えてきます。英語の言葉がやさしく心に響いて

落ち着き、素晴らしい自然に囲まれていることに感謝したくなります。 

ベニシアさんの想いの詰まったエッセイ集の第２弾です。 

（中島書店 高砂さん） 

『日本国憲法 大阪おばちゃん語訳』 

谷口 真由美 / 著 文藝春秋 

大学での「日本国憲法」講義が人気で、ベストティチャー賞を受賞した著者は、2012 年

Facebook 上で「全日本おばちゃん党」を立ち上げ、代表代行となる。モットーは、オッサン

政治に愛とシャレでツッコミを入れること。「戦争」「人権」「日本国のしくみ」「憲法は誰の

もの？」などの切り口でわかりやすく、抱腹絶倒の超訳をしている１冊です。 

（神田堂 大塚さん） 

※印のついた本は、図書館に所蔵していない本です。画像は出版社の許可を得て使用しています。 

『信州教育に未来はあるか』 

山口 利幸 / 著 しなのき書房 

今と昔では子どもたちを取り巻く家庭や環境が大きく変わってきました。そして教育現場

も激変しています。教育長を経験した著者が教育現場が直面している様々な問題や課題を 

多方面から分析しています。教育に携わる人たちや子どもたちに係わるすべての人たちに 

おすすめです。高校受験を控えているご家庭にも参考になる本です。 

（中島書店 霜田さん） 

今月のおすすめ本 
書店員が選んだ 

『あったか快眠ロングゆるソックスダイエット』※ 

友野 なお / 監修 学研パブリッシング  

昨年、一昨年と売れに売れた「ゆるソックスダイエット」にロングバージョンが登場。

今回は足首までしっかりあたためます！冷えやむくみ、睡眠などでお悩みの方、ぜひ   

お試しください。締め付けのないソックスを履くことで体の芯からポカポカ温まり、本当

に気もちよく眠れます。プレゼントにもおススメです。     （丸文書店 金子さん） 



 

 

『グリム童話の旅―グリム兄弟とめぐるドイツ―』 

小林 将輝 / 編 小澤昔ばなし研究所 

この本はグリム兄弟の童話も収録した伝記であるとともに、旅のガイドブックでもあり  

ます。彼らのゆかりの場所が詳しく書かれ、生涯や功績からメルヒェン街道をたどることが 

できます。当時のエピソードも多く、グリム兄弟が地域の人々に支えられた様子がわかります。 

（海外文学担当 北島） 

『一日一菓』 

木村 宗慎 / 著 新潮社 

茶道でお茶をたてる際に添えられるお茶菓子を紹介した本です。１年３６５日、その日に

ちなんだお菓子、器が写真付きで載っています。お菓子で季節の移ろいを感じることもでき、

茶道のお作法などがわからなくても楽しめる内容となっています。 

（芸術分野担当 鳴海） 

『こども俳句塾』 

大高 翔 / 著 明治書院 

世界で最も短い定型詩、と言われる俳句。少ない言葉の中に季節、感情を表し、制約の   

中で、のびのびと言葉が生きている名句は、俳句って楽しい、言葉ってすてきだなと思わせ

てくれます。俳句への敷居が低く感じられる、わかりやすく解説された本です。 

（児童書担当 三守） 

『そば アンソロジー』 

池波 正太郎ほか / 著 小林 キユウ / 写真 パルコエンタテインメント事業部 

表紙のお蕎麦からして美味しそうなこの本は、田舎そばから年越しそば、わんこそば、  

鴨なんばんまで蕎麦だらけの３８編を集めたエッセイ集です。 

同じアンソロジーシリーズで『お弁当。』『カレーライス！！』『ビール』などもあります。 

（文学担当 村上） 

『フワフワさんはけいとやさん』 

樋勝 朋巳 / 文・絵 福音館書店 

毛糸屋さんで働いているフワフワさん。毛糸を売ったり、注文にあわせて色々な物を編ん

だり、編み物教室で編み物を教えたりしています。ある日、寒い所へ海外旅行に行くという

奥さんが、被ると目と口だけしか出ない帽子を注文しました。ですが、被ってみると目と口

の穴の位置がずれていたので、編み直すことに…。友だちの優しさが感じられる絵本です。 

（児童書担当 浦野） 

『カフェをつくりたい人の本』 

学研パブリッシング 

今からカフェをやってみたい！ と思う人に向けて、全国のオリジナリティ溢れるカフェ

を紹介した１冊。開業までの履歴や、コンセプトも書かれているため、普段自分で見ている

視点とは違う視点でそれぞれのお店を知ることができます。おすすめメニューも載っている

のでガイド本としても読むことができ、カフェ好きの方にもぜひおすすめしたい本です。  

新しいカフェとの出合いはいかがですか？         （しごと情報担当 矢ケ崎） 

今月のおすすめ本 
図書館職員が選んだ 


